
地域と共に作り上げる 
オール西東京のまちづくり 
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「健康」応援都市 西東京市 
もっと健康 もっと元気に！ ～あらゆる施策に「健康」の視点を 
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地域共生社会の実現 
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○高齢化が進むことで様々な課題が浮かび上がっているなか、高齢者のいる世帯では世帯単位で複数の
課題を抱える状況が見られます。そのため、地域全体での一体的な支援（地域ぐるみの支えあい）を行
うことの必要性が高まっています。そこで考えられたのが「地域包括ケアシステム」です。 
○この仕組みが実現されれば、住まい・医療・介護・予防・生活支援といった多様な支援サービスのう
ち、適切なものを日常の場で一体的に提供でき、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分ら
しい暮らしを人生の最期まで続けられるようになります。 
○地域の状況や課題はそれぞれ異なるので、「地域包括ケアシステム」は保険者である市町村が地域の
自主性や主体性に基づき、地域の特性に応じて作り上げていくことが必要です。 

西東京市の地域包括ケアシステム 



平成27年５月 

5 

市役所の体制づくり 

係長以下３名 

在宅療養推進係 

健康福祉部 

高齢者支援課 

健康課 

統合 

新設 

市民部 

健康課 

福祉部 

高齢者支援課 
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西東京市版 
地域包括ケアシステム 

地域づくり (仲間づくり、地域資源を増やす) 

西東京市版地域包括ケアシステムの 
構築に向けて 
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地域包括ケアシステムについて話し合う場 
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在宅療養推進協議会 

市民との協働 
啓発部会 

・住民への意識
啓発 

市民 
歯科医師 
訪問看護 
柔道整復師 
地域包括職員(看
護師) 
地域包括職員(ケ
アマネジャー) 
社会福祉協議会
職員 
市職員 

連携のしくみ 
づくり部会 

・お互いを尊重
し合い専門性を
発揮しあえる関
係づくりの検討 
・情報の共有・
連絡方法のツー
ルの検討 

在宅医師 
病院院長 
歯科医師 
薬剤師 
ケアマネジャー 
訪問看護 
訪問介護 
病院ＭＳＷ 
大学教授 
市職員 

在宅療養支援 
窓口部会 

・在宅療養連携
支援センター
「にしのわ」に
関する検討 

在宅医師 
歯科医師 
薬剤師 
訪問看護 
ケアマネジャー 
病院ＭＳＷ 
精神病院ＰＳＷ 
地域包括職員(看
護師) 
保健所職員 
市職員 

受け皿づくり 
部会 

・在宅療養をさ
さえる医療・介
護体制整備の検
討 

在宅医師 
老健医師 
歯科医師 
薬剤師 
ケアマネジャー 
訪問看護 
訪問介護 
特養施設長 
グループホーム
施設長 
地域包括職員(看
護師) 
市職員 

後方支援病院 
推進部会 

・在宅療養後方
支援病床確保事
業に関する検討 

在宅医師 
病院院長 
病院医師 
病院ＭＳＷ 
病院地域連携室
職員 
市職員 

認知症支援 
部会 

・認知症初期集
中支援チーム設
置と運営に関す
る検討 
・認知症ケアパ
ス監修 

在宅医師 
精神病院医師 
歯科医師 
薬剤師 
訪問看護 
ケアマネジャー 
精神病院ＰＳＷ 
グループホーム
施設長 
地域包括職員(認
知症地域支援推
進員) 
市職員 



会議名 
平成28年度 

（平成29年度） 
開催回数 ※ 

検討内容・検討結果 
実施（予定） 

時期 

在宅療養推進協議会 ４回（２回） 各部会の検討結果の承認と各団体への周知 随時 

市民との協働啓発部会 11回（９回） 
市報１面への掲載 平成29年６月 

講演会の開催 平成29年７月 

連携のしくみづくり部会 ７回（６回） 

多職種研修（リーダー研修）の実施 平成29年７月 

多職種研修（初任者研修）の実施 平成29年10月 

多職種研修（病院研修）の実施 
（予定） 

平成30年度中 

在宅療養支援窓口部会 ６回（３回） 
在宅療養連携支援センター「にしのわ」の開設 平成28年10月 

「にしのわ」のバックアップ体制の検討 
（予定） 

平成29年度中 

受け皿づくり部会 ６回（３回） 在宅看取りのためのショートステイの活用 
（予定） 

平成29年度中 

後方支援病院推進部会 ３回（２回） ５病院への拡大についての検討・調整 平成28年10月 

認知症支援部会 
（平成28年８月設置） 

４回（４回） 
認知症ケアパスの作成 平成29年３月 

認知症初期集中支援チームの設置 平成29年７月 

合計 41回（29回） 
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各会議の開催回数・検討結果 

※平成29年度は10月までの実績 



かかりつけ医 

訪問看護 ケアマネジャー 

病院 

介護関係者 

関係機関同士の 

連携を支援 

在宅療養支援窓口 

在宅療養支援窓口部会 
～在宅療養連携支援センター「にしのわ」の設置～ 
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自宅 

後方支援病院 

かかりつけ医を 
通じて事前登録 

1 
病状の変化 

ご家族等の急用 

2 

退院支援 

3 

在宅療養後方支援病院推進部会 
～在宅療養後方支援病床確保事業～ 

10 
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（左）第１回リーダー研修中の様子、（右）受講者の集合写真（平成29年７月19日撮影） 

実施 
（７月、12月） 

他の研修を企画・運営 リーダー研修 

基礎研修 

病院・在宅研修 

実施 
（10月） 

病院・在宅
研修を受講 

実施 
（平成30年度中） 

リーダー 

研修を 

受講 

ステップ
アップ 

平成29年 平成30年 

東京都在宅療養 
地域リーダー研修 

修了者 

連携のしくみづくり部会 
～連携の土台づくり～ 
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市民との協働啓発部会 
～「本人の選択」の重要性を伝える～ 

広報西東京（平成29年６月１日発行） 

ちゃぶ台トーク中の様子（平成29年７月22日撮影） 
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認知症支援部会 
～認知症初期集中支援チームと認知症地域支援推進員～ 



地域包括ケアシステム講演会を開催 
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西東京市在宅療養連携支援センター開設記念シンポジウム 
（左側）第１部講演中の慶應義塾大学名誉教授 田中滋 氏、（右側）第２部シンポジウム中の田中氏（左） 

（平成28年10月15日撮影） 



フレイル予防に関して東京大学と協定を締結 

東京大学高齢社会総合研究機構と西東京市との連携協力に関する協定締結式 
（左側）東京大学高齢社会総合研究機構教授 飯島勝矢 氏、（右側）西東京市長 丸山浩一 

（平成28年12月20日撮影） 15 
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フレイルサポーター養成研修の集合写真（平成29年４月20日撮影） 


